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本論文はレーザ出力の超高速パルス化を中心としたレーザの新技術開発への基礎的研究の成果をま

とめたもので 6 章よりなっている。

第 1 章は序論で、本研究の主な目的であるレーザの通信への応用が社会的にいかなる意義を持っか

さらに現在までにむけるこの分野の研究成果および問題点を指摘して本研究の占める位置を

明らかにしている。

を述べ、

第 2 章はレーザの理論的解析に重要な関数であるプラズマの分散関数を拡張して新しい関数系を導

この関数系の一般的性質を明らかにしたのち、数値計算に便利な展開形を与え、従来の方法ではき、

困難で、あったレーザの高次の解析がこれを用いることにより容易に行なえることを示している。

第 3 章はレーザ出力をパルス化するために用いられるモード同期について一般的に述べ、モード間

のビートを検波増幅し、共振器内部にわかれた電気光学素子に韻還することによって新しい形のモー
o 

He-Ne 6328A レーザを用いて得られた実験結果と比較してド同期が得られることを理論的に導き、

さらにモード同期で得られるパルス幅はレーザ媒質の利得曲線の幅により制限されるという従いる。

この結果、一様な拡この問題に対しでもモード結合理論を用いて解析し、来の考えに疑問を提出し、

がりを持つラインではパルス幅をこの限界よりもかなり狭くできることを示している。

とくに結合変調については多く第 4 章は光変調に関する一般理論をモード結合理論を用いて導き、

の長所を持つので種々の例をあげて詳しく述べている。まず、複合ミラーを用いた結合変調方式はレ

さらに結合ーザの単一周波数化も兼ねたきわめて高能率なものであることが実験的に導かれている。

変調の光 PCM への応用例も記述している。

第 5 章はファブリ・ペロー形電気光学変調器が高能率変調器であると共に高速度光シャッター，周波

これをレーザ共振器の一方のミラー数選択性ミラーともなりうることを多重反射理論を用いて導き、
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の代わりに用いることにより達成されるレーザ発振の単一周波数化の新しい方法を提案し、 He-Ne
0 

6328A レーザを用いた実験で確かめている。さらにこの単一周波数レーザと同じ構成で、超高速光パル

ス発生器ができることを理論的に導き、予備実験の結果もあわせて述べている。そしてこの方式では

ドップラー的な拡がりを持つラインに対しでもパルス幅をレーザ媒質による制限なしに狭くすること
。

ができ、たとえば He-Ne6328A レーザでもパルス幅数 p. sec. ，繰返し 1010 pps 程度の超高速光パル

スが得られることを示し、この方式が従来のモード同期によるものに比較してきわめてすぐれたもの

であることをf旨f高している。

第 6 章は本研究の成果を総括して述べたものである。

論文の審査結果の要旨

本論文に述べられている研究業績を要約すると次のようになる。

( 1 ) 従来の方法では困難で、あったレーザの高次の解析に容易に用いることができる有用な関数系を

導き、その一般的性質を明らかにしたのち数値計算に便利な展開形を与えている。

( 2 ) モード同期に対して自己ピートの績還を用いる新しい方法を提案し、理論的、実験的に検討し

ている D

( 3 ) モード同期で得られるパルス幅に対して新しい解釈を理論的に導き、パルス幅がレーザ媒質の

利得曲線の幅によって制限されるという従来の考えを訂正しているO

( 4 ) レーザの変調に関する一般理論を述べ、とくに結合変調の持つ長所を指摘し、これを用いた種

々の高能率変調を提案している。

( 5 ) ファプリ・ペロー形電気光学変調器を用いたレーザ発振の単一周波数化に対するきわめてすぐ

れた新しい方法を提案し、 He-Ne6328A レーザを用いて実験的にも確かめている。

( 6 ) ファブリ・ペロー形電気光学変調器を用いた超高速光パルス発生器を提案し He-Ne 6328A レ

ーザでもパルス幅が数 p. rec. ，繰返しが1010 pps 程度の超高速パルスが得られることを述べ、予備実

験でその可能性を検討している。

以上のように本論文は電子工学の分野における発展に寄与するところ大である。よって本論文は博

士論文として価値あるものと認める。
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